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五
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平
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十
一
月
二
十
九
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内
閣
総
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安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
階
猛
君
提
出
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
要
件
に
か
か
る
「
武
力
紛
争
」
の
定
義
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
階
猛
君
提
出
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
要
件
に
か
か
る
「
武
力
紛
争
」
の
定
義
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

上
、
「
武
力
紛
争
」
を
定
義
し
た
規
定
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
国
家
又
は
国
家
に
準
ず
る
組
織
の
間
に
お
い
て
生
ず

る
武
力
を
用
い
た
争
い
が
法
上
の
「
武
力
紛
争
」
に
当
た
る
と
解
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
武
力
紛
争

や
武
力
衝
突
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
に
、
実
力
を
用
い
た
争
い
が
法
上

の
「
武
力
紛
争
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
事
案
の
態
様
、
当
事
者
及
び
そ
の
意
思
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
個

別
具
体
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
法
上
「
武
力
紛
争
」
を
定
義
し
た
規
定
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
国
家
又
は

国
家
に
準
ず
る
組
織
の
間
に
お
い
て
生
ず
る
武
力
を
用
い
た
争
い
が
法
上
の
「
武
力
紛
争
」
に
当
た
る
と
解
し
て
い
る
。
御

指
摘
の
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
追
加
議
定
書
�
」
は
、
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
非
国
際
的

な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書
�
）
（
平
成
十
六
年
条
約
第
十
三
号
）
を
指
す
も
の
と
思

一



わ
れ
る
が
、
同
追
加
議
定
書
が
適
用
さ
れ
る
非
国
際
的
な
武
力
紛
争
が
い
か
な
る
場
合
に
法
上
の
「
武
力
紛
争
」
に
該
当
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事
実
関
係
に
照
ら
し
て
個
別
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
八
日
内
閣
衆
質
一
九
二
第
九
二
号
。
以
下
「
九
二
号
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
三
に

つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
従
来
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
「
国
家
に
準
ず
る
組
織
」
に
つ
い
て
、
国
家
そ
の
も
の
で

は
な
い
が
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
際
紛
争
の
主
体
た
り
得
る
も
の
と
し
て
用
い
て
き
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
武
装
集

団
」
が
、
「
国
家
に
準
ず
る
組
織
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
個

別
具
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

五
に
つ
い
て

九
二
号
答
弁
書
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
我
が
国
が
国
際
連
合
の
統
括
の
下
に
行
わ
れ
る
活
動
に
参
加
で
き

る
か
否
か
は
、
法
に
照
ら
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動

は
、
国
際
連
合
の
統
括
の
下
に
行
わ
れ
る
活
動
の
う
ち
、
法
第
三
条
第
一
号
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
活
動
に
限
ら
れ
る
も

二



の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
い
わ
ゆ
る
公
平
性
原
則
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
八
年
十

月
十
八
日
内
閣
衆
質
一
九
二
第
四
六
号
）
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
我
が
国
が
国
際
連
合
の
統
括
の
下

に
行
わ
れ
る
活
動
に
参
加
で
き
る
か
否
か
は
、
法
に
照
ら
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
が
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
は
、
い
わ
ゆ
る
不
偏
性
の
原
則
を
満
た
す
も
の
と
し
て
国
際
連
合
の
統
括
の
下
に
行
わ
れ
る

活
動
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
中
立
性
の
原
則
を
含
め
た
我
が
国
と
し
て
国
際
連
合
平
和
維
持
隊
に
参
加
す
る
に
際
し
て
の
基
本

的
な
五
つ
の
原
則
が
満
た
さ
れ
る
活
動
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

三


